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「政治と金」、普天間基地問題に加えて、ルールを無視した民主党の「国会改革」法の提出に厳しい

批判が広がっています。改憲めざし、与野党合意抜きで提出された「法案」は取下げよ、との主張に、

民主党幹部は、「会期延長し何が何でもは、妥当でない。」（１７日小沢氏）「強引に成立させることは

しない。」（１８日山岡氏）などと言わざるをえなくなっています。予算委員会での集中審議の実現な

どの追求と結んで、「法案は取り下げよ」の世論と運動を強めることが求められています。 

「
国
会
改
革
」関
連
法
案
は
た
だ
ち
に
取
り
下
げ
を
！ 

■ 

衆
議
員
第
二
議
員
会
館 

第
一
会
議
室 

■ 

十
五
時
～
十
六
時 

■ 

国
会
報
告 

 

行
動
提
起 

■ 

（主
催
）全
労
連
・自
由
法
曹
団
・憲
法
会
議 

憲
法
会
議
な
ど
三
団
体

は
、
一
三
日
、
国
会
で
民

主
党
に
「
国
会
改
革
」
法

案
の
提
出
を
や
め
る
よ
う

強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

応
対
し
た
民
主
党
副
幹
事 

長
の
樋
高
剛
氏
は
、
三
団

体
代
表
の
「
９
条
改
憲
め

ざ
し
、
議
会
制
度
協
議
会

で
の
合
意
を
無
視
し
た
法

案
は
取
下
げ
を
」
と
の
申

し
入
れ
に
「
皆
さ
ん
と
同

様
の
意
見
が
た
く
さ
ん
届

い
て
い
る
」
と
応
え
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
三
団
体
は
、
申

し
入
れ
の
翌
一
三
日
、
民

主
党
が
国
会
に
法
案
を
提

出
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、

新
宿
西
口
で
、「
法
案
は
直

ち
に
取
下
げ
を
」
と
、
訴

え
ま
し
た 

憲
法
会
議
は
、
改
憲
手

続
法
施
行
日
前
日
の
一
七

日
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前

で
、
宣
伝
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
全
教
の
磯
崎

さ
ん
、
新
婦
人
の
安
達
さ

ん
、
国
公
労
連
の
門
田
さ

ん
ら
が
「
改
憲
手
続
法
は
、

直
ち
に
廃
止
を
」「
施
行
を

利
用
し
た
民
主
党
、
自
民

党
の
改
憲
策
動
は
許
さ
れ

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

施
行
に
あ
た
っ
て 

「声
明
」を
発
表 

憲
法
会
議
は
一
八
日
、

改
憲
手
続
法
の
施
行
に
あ

た
っ
て
「
声
明
」
を
発
表
。

「
改
憲
手
続
法
は
キ
ッ
パ

リ
廃
止
を
。
あ
ら
ゆ
る
改

憲
策
動
を
打
ち
破
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

（
本
文
は
Ｈ
Ｐ
参
照
） 

 


